
　新産住拓株式会社

　住まいづくりを通して持続可能な地域社会貢献を行う

くまもとＳＤＧｓ
牽引部門

評価項目ごとの取組みの特徴・ポイント

普遍性
・くまもと環境賞、地下水保全顕彰制度令和4年度ゴールド認定受賞
・県産材を利用し、環境負荷が少ない地産地消の住まいづくり

包摂性
・健康を意識し、空気質・安全基準を「赤ちゃん」に合わせた住まい
・リフォームアフター・不動産・まちづくり・エクステリア
　全ての部門との連携を強化し、末永く暮らせる住まいを提案

協働性
・法政大学・九州大学と木の住まいに関する共同研究を実施。
・地域を巻き込んだSDGS活動を積極的に実施
　　　　　　　　　　　　　　（九州初：スマートゴミ箱の導入など）

統合性
・森林保全活動や、木育活動を通した環境貢献
・全ての従業員が活躍できるジェンダー平等の組織創り

透明性
・持続可能な森林経営のため、SGEC認証材への積極的な取組み
・SNSやYouTubeなど様々な媒体で積極的に取組みを発信。

【取組み内容】

環境にも健康にも良い、安全で命を守る住まいづくり
・耐震等級3の最高レベルが標準/熊本地震時倒壊家屋０/地産地消の住まいづくり

建築後も暮らしのサポートが出来る企業を目指した取組み
・6,000件のオーナー様との繋がりを大切にした年2回の全戸訪問。
・新産と地域をつなぐ”すまいメイト”の存在で月2,800件のご家庭を訪問。

従業員の教育支援・多様な働き方をサポート
・人財育成・働き続けられる環境整備に力を入れている

GD賞受賞の
展示場写真

山の写真

貢献するＳＤＧｓのゴール


